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シモバシラはシソ科の植物で、高さ４０～７０㎝

程度の多年草。花は９-１０月頃咲く。名前の由来は、

外気温が氷点下になると導管内の水が凍って茎から

氷柱ができることから。極寒の山中で、地中から吸

い上げられた水が枯れた茎から吹き出し、夜間の寒

さで凍った形がまるで氷の花のように見える。（磯） 
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本格的な寒波が襲来した１２月９日に、公募イベン

ト「炭焼きと森林散策」を実施しました。 

参加者の皆さんは焚き火で身体を温めた後、開会式

をはさみ、ドラム缶窯と伏せ焼き窯の２班に分かれて、

炭材となる竹を詰める窯入れ作業を行いました。そし

て準備が整ったところでいよいよ口焚きです。ここで

注意しなければならないポイントは、材料の竹を直接

燃やすのではなく、口焚きの熱風を窯に送り込むこと

です。みなさんには口焚きと同時に団扇で扇いでもら

いました。窯の中の温度が徐々に上がってくると煙突

から濃い白煙が出始めました。しばらく経って温度計

で煙の温度を測ってみると、８０度前後で安定してき

ました。そして扇がなくても煙が勢いよく出始めたら、

焚き口を小さくして通気口のみにします。窯の中では

炭化が順調に進んでいる状態となりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
花炭も 
きれいに 

 焼けました 
 
 

午後からは森林散策を行いました。辺りはすっか

り冬枯れの景色となっていますが、そこは天下の高

尾山、植物の冬芽やアサギマダラの幼虫の観察など、

見所は意外とたくさんありました。森林散策から帰

ってくると、冷え切った身体にうれしい焼き芋のサ

プライズです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
焼き芋に舌鼓を打った後は再び炭焼き体験です。

今回のイベントは１日限りなので、窯入れから窯出

しまでは連続して体験が出来ません。そこで職員が

事前に焼いて置いた窯からの窯出しを体験しました。

窯から出された竹炭を前に「自分で焼いた炭が見て

みたい」という意見も多かったのですが「すごい！

こんなに立派な竹炭ができるの？」といった感想も

頂きました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日も傾き始めた頃、再び炭窯のチェックです。それ

ぞれの窯の煙が透明で青みがかった色に変化してきま

した。そろそろ窯閉めの時間です。無事に窯閉めをす

ませた後は閉会式となりました。寒さにもめげずに１

日を過ごした参加者の皆さんは、身体を燻された臭い

と竹炭をお土産に、満足そうな笑顔と共に無事に帰路

につきました。 
地球環境について考えることが当たり前となった現

代社会ですが、このイベントを通して古くより受け継

がれてきた伝統の炭焼きの技術を継承していくことの

大切さを考えて頂けたのではないでしょうか。（磯） 
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教室内は大盛況！講師の方たちに教えてもらいな

がら、みな楽しそうに作品を仕上げていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も１１月２７日から１週間、当センタークラ

フト室において「クリスマスリース作り体験」を開

催しました。毎年大人気のこの企画、今年も大勢の

方にご来場いただきました。 

皆さん慣れた手つきで、アケビなどのツルを編み

込み輪っかにしたリースの土台に、ドングリやドラ

イにしたモミジの葉など、思い思いに飾り付けてい

ました。個性色々、クリスマスを彩る雰囲気のある

飾りが仕上がりました。（松） 

 

  
 

 
１１月１８日に、神奈川県大和市の北大和小学校へ

出向き、「北小カルチャークラブ講座」に参加しました。

当講座は、北大和小学校 PTA 主催によるもので、今

回が１７回目の開催です。 

当日は、料理教室や忍者体験教室、マジック教室な

どバラエティーに富んだ１７講座が設けられました。

各講座への参加は事前申し込み制で、当センターが開

催した森林教室「森のクラフト屋」は１年生から６年

生までの児童３８名が参加する人気ベスト４の講座と

なり、用意された 2 つの教室を使って松ぼっくりやド

ングリ、小枝等を使いそれぞれが思い思いの作品を作

成していました。 

できあがった作品はいずれも素晴らしい出来栄えで、

子どもたちの発想の豊かさ、器用さに感心させられた

出前森林教室となりました。（谷） 

 

 
 
 

 

１２月１８日に横浜市立谷本小学校の５年生７４

名、翌１９日に八王子市立城山小学校の４年生９７名

が、森林教室（炭焼き体験）のための竹割り作業を各

校の校庭で開催しました。 

 作業は森林教室で使用する竹材の準備で、小学校が

事前に伐採・玉切し用意しておいた竹を、児童が割り、

節を落とすものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作業当日は、両日とも寒波のため１０度を下回る気

温の中で、所長の「ガンバロウ！」を合図に竹割りを

開始。初めて使う竹割器におっかなビックリ振り下ろ

す子、竹割器の重さにやっとの思いで振り下ろす子、

いとも簡単に割る子、なかなか割れずに悔し涙を流す

子もいました。竹割りは大人でも顔を怪我することが

あるため、細心の注意を払っての作業ですが、怪我す

ることもなく無事に作業も終了しました。 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「楽しかった。」「炭焼きが楽しみです。」との声が聞こ

え、児童は森林教室での再会を楽しみに手を振って教

室に帰って行きました。（皿） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よーいしょ！（城山小） 狙い定めて･･･（谷本小） 
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Forest 通信  NO.347 

発行：林野庁関東森林管理局 

高尾森林ふれあい推進センター 

ご意見・ご要望・イベントのお申込み・お問合わせ先 

林野庁 関東森林管理局 高尾森林ふれあい推進センター 

〒193-0844 東京都八王子市高尾町 2438-1 

TEL 050-3160-6040  FAX 042-663-7229 

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/takao/index.html  

  

募集予告に関するお問い合わせ先 

関東森林管理局 高尾森林ふれあい推進センター 

TEL 042-663-6689 FAX 042-663-7229 

 
 

 

国民の森林「国有林」では、地方公共団体や教育

機関等の要請やニーズを踏まえ、森林・林業に対す

る理解が深められるよう、森林教室等のフィールド

提供、指導者の紹介や情報提供等を行っています。 

平成３０年度の森林ふれあい推進事業のイベント

実施に当たり、関東森林管理局長と協定を締結し、

高尾森林ふれあい推進センターのイベントを実施し

ていただく団体等を公募します。募集期間は、平成

３０年１月下旬頃から平成３０年２月中旬頃の予定

です。 

 

具体的な実施内容 

１協定イベント実施団体の選定 

 営利を目的としない法人または団体（以下「団体」

という）を公示により募集し、森林ふれあい推進事業

の趣旨に沿って創意工夫により、イベントを計画実施

できる団体 

２応募団体資格（以下の条件を全て満たす団体） 

(1)従来から森林を利用した活動等を実施し、森林と

のふれあいを促進させるプログラムを実施している

団体 

(2)森林・林業等について、適切に説明ができる者（森

林インストラクター等）を有している団体 

(3)国と連絡・調整を行うことができる団体 

(4)その他森林管理局長が定める条件に合致した団体 

３実施内容 

(1)森林教室・森林観察会等の学習活動 

(2)木工・炭焼等の体験活動 

４参加費の設定 

 参加費は、団体において、保険料・通行料・施設入

場料、インストラクター等の直接人件費・旅費・保険

料等及び資料・機材等の提供に要する経費について、

消費税相当額により算出した実費として、実施団体に

おいて決定・徴収していただきます。 

５留意事項 

 国有林からは、フィールドの提供、森林ふれあい館、

日影沢キャンプ場、自然学習体験施設（炭焼小屋）、

展示室及び木工体験室等の施設を優先的に使用でき

るほか、必要により資機材の貸出や技術的支援等を受

けることができます。 

 
 

 

新年明けましておめでとうございます。新しい年が

皆様にとって輝かしいものとなりますように。今年も

Forest 通信をよろしくお願いいたします。（松） 

 

 

 
  

林野庁関東森林管理局高尾森林ふれあい推進セン

ターでは、森林教室や体験林業等のイベント実施に

当たり、イベントをサポートしていただける森林ボ

ランティア「フォレストサポートスタッフ」を委嘱

しています。  

平成３０年度は、①継続して活動いただける再委 

嘱者の確認と②新規に委嘱を受けて活動いただける

新規委嘱者を募集い

たします。募集期間は

平成３０年１月下旬

頃から平成３０年２

月中旬頃の予定です。

委嘱期間は原則とし

て平成３０年４月か

ら平成３１年３月ま

での１カ年です。 

 
資格要件（以下のいずれかを満たすこと。）  

  指導力及び行動力に富み、本制度の趣旨を理解

し、自主的に協力する意志がある者で、次のいず

れかに該当する者のうちから、高尾森林ふれあい

推進センターの活動区域内で活躍いただける者を

選考し、委嘱します。 

①地方公共団体、森林組合、山岳関係団体、ボラ

ンティア団体、自然保護関係団体等の関係機関か

ら推薦を受けた者（団体推薦）  

②学校教育法に規定する高等学校、大学（大学院、

短期大学を含む。）、高等専門学校及び専修学校の

学校長又は教授等から推薦を受けた者（学校推薦）  

③高尾森林ふれあい推進センター所長がフォレス

トサポートスタッフとして資質を備えていると認

めた者（自己推薦） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
  


